
青
年
部
か
ら
は
、N

P
T

（
核
不
拡
散
条
約
）
再

検
討
会
議
へ
の
国
際
行

動
が
力
強
く
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
戦
争
を
し
な

い
平
和
憲
法
を
守
り
抜

き
、
原
発
反
対
、

核
兵
器
廃

絶
、

そ
し
て
政

治
を

私
た
ち
の

手
で

変
え
て
い

く
闘

い
を
、
平

和
憲

法
を
軸
に

ま
っ

す
ぐ
進
め

て
い

く
決
意
を

固
め

合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
札

幌
の

ド
ラ
イ
バ

ー
過

労
死
裁
判
の
報
告
で
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
娘

さ
ん
の
訴
え
が
代
議
員

の
胸
を
打
ち
、
会
場
全

体
が
涙
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
命
を
軽
視
し
、
労

働
者
を
使
い
潰
す
過
酷

な
労
働
環
境
へ
の
激
し

い
怒
り
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
労
働
者
の
尊

厳
を
守
る
た
め
、
労
災

を
断
固
と
し
て
認
め
さ

せ
る
闘
い
の
重
要
性
を

全
員
で
再
確
認
し
ま
し

た
。

現
場
の
切
実
な
要
求

過
酷
な
バ
ス
労
働
、

ダ
ン
プ
白
ナ
ン
バ
ー
規

制
と
組
織
拡
大
職
場
の

報
告
で
は
、
一
刻
の
猶

予
も
許
さ
れ
な
い

深
刻
な
実
態
が
次
々

と
告
発
さ
れ
ま
し

た
。
過
酷
な
労
働

環
境
下
で
働
く
バ

ス
労
働
者
の
命
が

け
の
叫
び
や
、
ダ

ン
プ
の
白
ナ
ン
バ
ー

規
制
に
対
応
し
た

組
織
拡
大
の
先
進

的
な
取
り
組
み
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

深
刻
な
物
価
高
が
生
活

を
直
撃
す
る
な
か
で
、

「
実
質
賃
金
が
上
が
ら

な
い
」
と
い
う
現
状
を

打
破
す
る
た
め
に
は
、

春
闘
の
団
体
交
渉
を
軸

に
し
た
粘
り
強
い
賃
上

げ
の
闘
い
と
、
雇
用
の

安
定
が
不
可
欠
で
あ
る

と
強
く
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。

交
労
は
8
月
29
日
〜
31
日
の
3
日
間
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
「
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
」
に
お
い
て
第

28
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
代
議
員
が
固
い
団
結
の
も
と
に
結
集
。
「
憲
法
9
条
を
守

り
、
戦
争
の
な
い
社
会
を
実
現
し
よ
う
」
「
仲
間
の
要
求
に
よ
り
そ
う
運
動
と
組
織
を
つ
く
ろ
う
」
の
2

大
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
3
日
間
に
わ
た
る
熱
い
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
岩
手
本
部
農
林
支
部
の
工
藤
代
議
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
総
勢
50
名
も
の
仲
間
が
登
壇
。
各

地
の
血
の
通
っ
た
取
り
組
み
や
職
場
の
リ
ア
ル
な
情
報
、
切
実
な
声
を
響
か
せ
合
い
、
今
後
私
た
ち
が
進

む
べ
き
反
撃
の
方
針
を
深
く
学
び
合
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

建
交
労
鉄
道
東
日
本
本
部
第
28
回
定
期
大
会

日

時

10
月
３
日
（
土
）
13
時
か
ら

会

場

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー

建
交
労
岩
手
県
本
部
第
28
回
定
期
大
会

日

時

10
月
18
日
（
日
）
10
時
か
ら
12
時

会

場

ア
イ
ー
ナ
（
会
議
室
808
）

建
交
労
岩
手
県
本
部
交
流
会

日

時

10
月
17
日
（
土
）

18
時
半
〜

場

所

炭
火
焼

鳥
八

分
店
（
本
店
）

「
憲
法
9
条
守
り
、
戦
争
の
な
い
社
会
を
」
「
仲
間
の
要
求
に
よ
り
そ
う
組
織
を

つ
く
ろ
う
」
全
国
か
ら
結
集
し
た
仲
間
の
生
の
声
と
確
信
を
胸
に
、
新
た
な
る
闘

い
へ
！

建交労鉄道 ２０２６年９月1６日

NO２０４号
発行責任者
須藤清成

第２０4号（P3） 建交労鉄道岩手地本新聞 202６年 ９月１６日第２０4（P1） 建交労鉄道岩手地本新聞 ２０２６年 9月16日

使
用
済
み
核
燃
料
の

逼
迫
と
現
状

全
国
の
原
発
に
蓄
積

さ
れ
て
い
る
使
用
済
み

核
燃
料
の
プ
ー
ル
容
量

は
限
界
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。
逼
迫
の
背
景
:

受
け
入
れ
先
と
な
る

日
本
原
燃
の
「
六
ケ
所

村
再
処
理
工
場
」
（
青

森
県
）
の
完
成
が
30
年

以
上
延
期
さ
れ
続
け
て

お
り
、
搬
出
が
停
滞
し

て
い
る
た
め
で
す
。
貯

蔵
率
の
現
状
:

再
稼

働
が
進
む
一
部
の
原
発

（
関
西
電
力
の
大
飯
・

高
浜
原
発
な
ど
）
で
は

貯
蔵
率
が
8
割
〜
9
割

超
に
達
し
て
お
り
、
数

年
以
内
に
満
杯
に
な
り

運
転
停
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
・

電
力
会
社
の
対
策
:

敷
地
内
に
「
乾
式
貯
蔵

施
設
」
を
設
置
す
る
計

画
（
福
井
県
内
な
ど
で

地
元
同
意
の
動
き
あ
り
）

や
、
青
森
県
む
つ
市
の

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬

出
な
ど
を
模
索
し
て
い

ま
す
が
、
受
け
入
れ
側

の
自
治
体
や
地
域
住
民

と
の
調
整
は
難
航
し
て

い
ま
す
。

高
市
政
権
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
方
針

高
市
早
苗
政
権
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、

コ
ス
ト
安
定
、
お
よ
び

A
I

の
普
及
に
伴
う
電
力

需
要
の
拡
大
に
対
応
す

る
た
め
、
「
原
子
力
の

最
大
限
活
用
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
原
発
の
フ

ル
活
用
:

安
全
性
が
確

認
さ
れ
た
原
発
の
早
期

再
稼
働
、
運
転
期
間
の

延
長
、
お
よ
び
次
世
代

革
新
炉
へ
の
建
て
替
え

（
リ
プ
レ
ー
ス
）
を
推

進
す
る
方
針
で
す
。
資

金
・
投
資
の
強
化
:

大
型
の
脱
炭
素
電
源
建

設
に
政
府
が
関
与
す
る

「
原
発
へ
の
公
的
融
資
」

の
仕
組
み
を
整
備
す
る

な
ど
、
積
極
的
な
原
子

力
関
連
投
資
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。

原
発
ゼ
ロ
・
原
発
撤

退
」
を
求
め
る
立
場

主
な
主
張
:

共
産
党
、

社
民
党
、
れ
い
わ
新
選

組
や
民
間
団
体
な
ど
は
、

貯
蔵
プ
ー
ル
の
満
杯
や

最
終
処
分
場
の
未
決
定

を
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

の
破
綻
」
と
捉
え
、
原

発
ゼ
ロ
・
撤
退
こ
そ
が

唯
一
の
根
本
的
解
決
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
ま

す
。
論
拠
:

事
故
の

リ
ス
ク
に
加
え
、
10
万

年
に
わ
た
っ
て
安
全
管

理
が
必
要
と
さ
れ
る
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な

い
た
め
に
は
、
速
や
か

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
進
め
る
べ

き
だ
と
い
う
考
え
方
で

す
。原

発
活
用
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
向
上
」
を

重
視
す
る
立
場

主
な
主
張
:

政
府
や

与
党
、
主
要
な
経
済
界

な
ど
は
、
急
激
な
脱
原

発
は
産
業
競
争
力
の
低

下
や
電
力
不
足
（
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
）
、
電
気
料

金
の
高
騰
を
招
く
と
し

て
、
原
発
の
継
続
利
用

が
必
要
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
ま
す
。
論
拠
:

化
石
燃
料
の
輸
入
依

存
を
減
ら
す
た
め
に
も

準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
原
発
は
不
可
欠

で
あ
り
、
使
用
済
み
核

燃
料
問
題
は
乾
式
貯
蔵

の
拡
大
や
、
最
終
処
分

場
の
選
定
（
文
献
調
査

の
推
進
）
、
技
術
革
新

（
核
融
合
や
減
容
化
技

術
）
に
よ
っ
て
解
決
を

図
る
べ
き
だ
と
い
う
現

実
路
線
を
提
示
し
て
い

ま
す
。

Ｎ
Ｏ

１
８
３

「原
発
使
用
済
み
核
燃
料
、
貯
蔵
率
8
〜

9
割
に
。
受
け
入
れ
先
な
き
『満
杯
』へ
の
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
」

糖尿病体質を劇的チェンジ！ゆるっと糖質制限 ＋ らくら

く筋トレ ` （食べもの通信）

日本ではもちろん、世界的に糖尿病患者数は増え続けて

います。糖尿病の予防や改善のための食事療法について、

多くの人が悩みを抱えているのではないでしょうか。近年、

糖尿病の食事療法は、エネルギーコントロールから「糖質」

に着目した考え方へと変化してきました。さらに現在では、

食後に血糖値が急上昇する「血糖値スパイク」の問題が注

目されています。血糖値スパイクを防ぐことは糖尿病の発

症予防だけでなく、血糖値やヘモグロビンA1c（ Hb A1c）の

検査値の改善や、合併症の予防につながることがわかって

きました。血糖値を急激に上げないための食事法や、手軽

にできる体操をピンポイントで紹介します。

「ゆる糖質制限」と「血糖値を上げない食べ方」が重視さ

れています。食べる順番（カーボラスト・ベジファースト）

野菜・海藻・きのこ（副菜）を最初に食べます。次に肉や

魚（主菜・ タンパク質）を食べます 。最後にご飯やパ ン

（主食・炭水化物）をゆっくり食べます。効果： 食物繊維

やタンパク質を先に胃に入れることで、糖の吸収が緩やか

になり、食後の血糖値急上昇（血糖値スパイク）を抑えら

れます。「ゆる糖質制限」の工夫白米を玄米や大麦ご飯に、

うどんをそばに置き換える（低GI値の主食を選ぶ）。甘い

菓子類や、糖質が多く吸収されやすい清涼飲料水・ジュー

ス類は控える。よく噛んで時間をかけて食べる1回の食事に

最低15分以上かけることを意識します。効果： 早食いは満

腹中枢が働く前に食べすぎてしまい、血糖値が急上昇する

原因になります。

糖尿病の一般的な予防・対策方法日本人に多い「2型糖尿病」

の予防には、毎日の生活習慣のトータルケアが重要です。

① 食生活の基本朝・昼・夕の3食を、できるだけ毎日決まっ

た時間に食べます。ドカ食いや、まとめ食い（1日1〜 2食に

するなど）は膵臓に大きな負担をかけます。適切なエネル

ギー量（腹八分目）自分の身長や活動量に見合った適正な

カロリー摂取を心がけ、肥満を防止・改善します。② 運動

習慣（血糖を消費する）有酸素運動ウォーキングやサイク

リング、軽いジョギングなどを週に150分以上（例：1日 20

〜30分を週5日）行うのが目安です。らくらく筋トレスクワッ

トなど、大きな筋肉（太ももなど）を鍛えるレジスタンス

運動を取り入れます。効果： 筋肉量が増えると、血液中の

ブドウ糖を効率よく取り込めるようになり、インスリンの

効き目（インスリン抵抗性）が改善します。③ 日常の健康

管理適正体重の維持特に内臓脂肪型肥満（お腹周りの脂肪）

はインスリンの働きを悪くするため、体重コントロールを

意識します。禁煙喫煙はインスリンの働きを低下させ、糖

尿病だけでなく動脈硬化などの合併症リスクも高めます。

定期的な健康診断糖尿病は初期の自覚症状がほとんどあり

ません。年に一度は必ず健診を受け、空腹時血糖値や過去1

〜 2ヶ月の血糖状態を示すHbA1c（ヘモグロビンA1c）の数値

をチェックしましょう。

１９３

命
と
平
和
を
守
る
闘
い
：
青
年
部
の
国
際
行
動
と
過
労
死
裁
判
の
怒
り
討
論
の
口
火
を

切
っ
た

岩手本部農林支部の工藤代議員



「
分
割
・
民
営
化
」

の
あ
り
方
を
含
め
、

「
国
の
責
任
」
に
よ

る
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
・
見
直
し
を
！

活
発
な
讨
论
が
続
く

な
か
、
鉄
道
本
部
の
森

委
員
長
が
発
言
に
立
ち
、

地
域
の
移
動
の
権
利
と

国
内
物
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
守
る
極
め
て
重
要

な
闘
い
の
方
針
を
提
起

し
ま
し
た
。

鉄
道
本
部
は
こ
れ
ま

で
、
国
交
省
要
請
行
動

を
は
じ
め
、
各
地
方
鉄

道
局
に
対
し
て
鉄
道
の

維
持
・
発
展
を
求
め
る

申
し
入
れ
を
精
力
的
に

行
っ
て
き
ま

し
た
。
し

か
し
現
在
、
国
交
省
が

設
置
し
た
「
再
構
築
協

議
会
」
を
隠
れ
蓑
に
、
Ｊ

Ｒ
側
は
赤
字
ロ
ー
カ
ル

線
の
廃
止
や
バ
ス
転
換

を
強
権
的
に
推
し
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら

に
Ｊ
Ｒ
は
、
路
線

を
存
続
さ
せ
た
い
の
で

あ
れ
ば
「
経
営
分
離
（
上

下
分
離
）
」
を
行
い
、
線

路
の
維
持
管
理
と
い
う

莫
大
な
コ
ス
ト
負
担
を

地
方
自
治
体
に
押
し
付

け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
災
害
で

被
災
し
た
線
区
の
復
旧

を
怠
り
、
公
然
と
地
方

地
域
に
廃
線
や
経
営
分

離
を
迫
る
冷
酷
な
実
態

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

現
在
、
新
潟
の
冨
井
さ

ん
が
米
坂
線
の
早
期
復

旧

に

向

け

て

不

屈

の

取

り

組

み

を

展

開

し

て

い

る

問

題

が

報

告

さ
れ
、
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

森
委
員
長
は
、
地
震

や
台
風
な
ど
自
然
災
害

の
多
い
日
本
に
お
い
て
、

鉄
道
は
異
常
時
の
迂
回

ル
ー
ト
と
し
て
も
不
可

欠
な
公
共
イ
ン
フ
ラ
で

あ

る
と
指

摘
。「
現

場

の
声
を
無
視
し
た
合

理

化
は
、
重

大
な
安

全
管
理
の
破
綻
を
招

く
。
分
割
・
民
営
化
の

あ

り
方
も
含

め
、
国

の
責
任
に
よ
る
抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要

だ
」
と
強
く
訴
え
ま
し

た
。そ

し
て
、
職
場

の
組

合
拡
大
の
重
要
性
を
語

り
、「
一
人
の
力
は
限
ら

れ
て
い
る
が
、
仲
間
が

集
ま
る
と
大
き
な
力
が

出
る
」
と
確
信
に
満
ち

た
言
葉
で
結
び
ま
し
た
。

来
年
の
第
29
回
大
会

を
、
圧
倒
的

な
「
組

織

拡

大
」
の
勝
利
で
迎
え

よ
う
！
今
回
の
大
会
は
、

組
織
の
後
退
を
何
と
し

て
も
食
い
止
め
、
全
組

織
が
組
織
拡
大
・
強
化

へ
と
大
転

換
し
て
い
く

方
針
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
。
組
合
員
は
も
ち

ろ
ん
、
最
前
線
で
支
え

て
く
れ
る
家
族
の
生
活

を
守
り
抜
く
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
か
ら
切

実
な
要
求
を
堂
々
と
掲

げ
、
共
に
闘
い
に
立
ち

上

が
り

ま

し

ょ
う

！

「
建
交
労
万
歳
！
」
の
精

神
で
、
全
国
の
仲
間
と

固
く
団
結
し
、
新
た
な

運
動
へ
力
強
く
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
す
。

閉
会
三
役
挨
拶
・
足
立

委
員
長
に
よ
る
力
強
い

「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
」
で

団
結
を
強
固
に
！
職
場

へ
戻
り
、
一
人
の
仲
間

か
ら
組
織
を
広
げ
、
来

年
、
満
面
の
笑
み
で
ま

た
会
お
う
！
大
会
の
最

後
は
、
足
立
委
員
長
の

力
強
い
挨
拶
で
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。
足
立

委
員
長
の
「
職
場
に
依

拠
し
、
仲
間
を
増
や
し
、

来
年
の
大
会
を
圧
倒
的

な
組
織
拡
大
の
成
果
で

迎
え
よ
う
！

」
と
い
う

熱
い
呼
び
か
け
に
応
え

会
場
に
い
た
全
員
が
一

体
と
な
り
、
会
場
割
れ

ん
ば
か
り
の「
ガ
ン
バ
ロ

ウ
三
唱
」
を
行
い
閉
会

し
ま
し
た
。

鉄
道
本
部
・
森
委
員
長
が
発
言
！

国の責任による鉄道イン

フラ維持を力強く訴える

鉄道本部・森委員長

北
東
北
の
短
い
夏
を

彩
る
祭
り
を
巡
る
三
日

間
。
東
北
の
熱
気
と
ユ
ー

モ
ア
と
、
全
国
ス
キ
ー

協
の
仲
間
の
温
か
さ
に

包
ま
れ
な
が
ら
旅
を
続

け
た
。

◆

8
月
1
日
：
盛
岡
さ

ん
さ
踊
り
、
そ
し
て
須

藤
宅
「
ご
ろ
寝
ス
テ
イ
」

初
日
は
盛
岡
さ
ん
さ

踊
り
へ
。
太
鼓
の
リ
ズ

ム
に
体
が
勝
手
に
揺
れ

る
ほ
ど
の
熱
気
に
包
ま

れ
た
。

祭
り
の
後
は
須
藤
宅

へ
移
動
し
、
恒
例
と
な

る
「
ご
ろ
寝
ス
テ
イ
」
。

◆

8
月
2
日
：
田
舎
館

村
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

→

猿
賀
公
園

→

青
森
ね

ぶ
た
祭
り

盛
岡
か
ら

田
舎
館
村
へ
。
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
の
巨
大
な
絵
柄

に
「
こ
れ
本
当
に
田
ん

ぼ
？
」
と
何
度
も
確
認

す
る
ほ
ど
驚
嘆
。

続
い
て
猿
賀
公
園
・

鏡
ヶ
池
で
は
、
蓮
の
花

が
満
開
。
写
真
を
撮
る

手
が
止
ま
ら
な
い
。

車
は
ス
キ
ー
協
・
内

山
さ
ん
宅
に
駐
車
し
、

タ
ク
シ
ー
で
青
森
駅
へ
。

ね
ぶ
た
小
屋
を
見
学
し
、

全
国
ス
キ
ー
協
理
事
・

小
川
さ
ん
が
関
わ
る
ね

ぶ
た
も
拝
見
。

夜
は
青
森
ね
ぶ
た
祭

り
本
番
。
迫
力
の
跳
人

（
は
ね
と
）
と
ね
ぶ
た

の
光
に
圧
倒
さ
れ
、
五

所
川
原
・
屏
風
山
温
泉

へ
移
動
し
て
宿
泊
。

◆

8
月
3
日
：
鶴
の
舞

橋

→

立
佞
武
多
の
館

→

千
畳
敷
海
岸

→

秋

田
竿
燈
ま
つ
り

最
終

日
は
鶴
の
舞
橋
へ
「
鶴

が
空
に
舞
う
姿
」
に
似

て
名
付
け
ら
れ
た
優
美

な
橋
は
、
写
真
を
撮
る

角
度
で
表
情
が
変
わ
る
.。

続

い
て

立

佞

武
多

（
た
ち
ね
ぷ
た
）
の
館
。

高
さ
20
ｍ
級
の
巨
大
ね

ぷ
た
に
、
「
こ
れ
倒
れ

な
い
の
？
」
と
い
う
素

朴
な
疑
問
が
飛
び
交
う

ほ
ど
の
迫
力
。

千
畳
敷
海
岸
で
は
、

青
い
海
と
果
て
し
な
い

空
が
広
が
り
、
旅
の
疲

れ
が
一
気
に
吹
き
飛
ん

だ
。
そ
の
後
秋
田
へ
移

動
し
、
秋
田
竿
燈
ま
つ

り
を
見
学
。
竿
燈
が
し

な
る
た
び
に
歓
声
が
上

が
り
、
遠
方
参
加
者
は

秋
田
か
ら
帰
路
へ
。

◆

全
国
ス
キ
ー
協
の

仲
間
の
温
か
さ

今
回
も
全
国
ス
キ
ー

協
の
仲
間
に
助
け
ら
れ
、

支
え
ら
れ
、
笑
わ
さ
れ
、

癒
や
さ
れ
た
旅
だ
っ
た
。

仲
間
の
温
か
さ
を
感
じ

る
た
び
に
、
「
こ
の
つ

な
が
り
は
宝
物
だ
」
と

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。

須
藤
清
成
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財
政
赤
字
は
嘘

政
府
は
財
政
が
赤
字
だ
か
ら
苦
し
い
と
い
う

そ
う
言
わ
れ
た
庶
民
は
自
宅
の
財
政
を
考
え

そ
ん
な
ら
し
ょ
う
が
な
い
か
と
諦
め
る
。

庶
民
の
収
入
は
給
料
、
事
業
の
売
り
上
げ
、
年

金
な
ど

限
度
が
目
に
見
え
て
い
る
か
ら
、

国
の
財
政
も
そ
う
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
。

し
か
し
、
違
う
。

国
は
お
札
を
刷
れ
る
、
い
く
ら
で
も
刷
れ
る

刷
る
枚
数
は
政
府
が
決
め
ら
れ
る

青
天
井
で
刷
る
こ
と
が
で
き
る
。

金
を
貸
し
て
く
れ
た
人
は
誰
?

日
本
銀
行
か
?

外
国
の
銀
行
か
。

日
本
が
持
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
国
債
は
日
本
国

債
１
，
１
０
０
兆
円
の

15%,
そ
の
他
の
国
の
国
債

は
微
々
た
る
も
の
。

予
算
が
な
い
、
金
が
な
い
と
は
庶
民
を
だ
ま
す

嘘
だ
。

上
り
と
下
り
で
生
じ

る
効
果
を
利
用
し
て
、

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
体
力

づ
く
り
が
で
き
る
。
こ

れ
が
登
山
の
ユ
ニ
ー
ク

な
性
質
だ
。

人
の
筋
は
細
い
筋
線

維
が
束
ね
ら
れ
て
で
き

て
い
る
。
持
久
的
な
運

動
向
き
の
遅
筋
線
維
と
、

瞬
発
的
な
運
動
向
き
の

速
筋
線
維
の
２
種
類
が

あ
り
、
両
者
が
混
ざ
っ

て
１
本
の
筋
が
作
ら
れ

て
い
る
。

登
山
の
場
合
、
上
り

で
は
遅
筋
線
維
を
使
い

燃
料
は
主
に
脂
肪
（
脂

質
）
が
使
わ
れ
脂
質
代

謝
を
、
下
り
で
は
速
筋

線
維
を
使
い
燃
料
と
し

て
主
に
炭
水
化
物
（
糖

質
）
が
使
わ
れ
糖
質
代

謝
を
改
善
さ
せ
る
刺
激

と
な
る
。
結
果
、
週
に

１
日
５
時
間
程
度
の
軽

登
山
励
行
者
に
は
脂
質

異
常
症
や
糖
尿
病
の
人

が
少
な
い
。
さ
ら
に
大

き
な
山
に
登
っ
た
と
き

の
膝
や
腰
の
痛
み
の
軽

減
に
つ
な
が
る
。
（
鹿

屋
体
育
大
学
・
山
本
正

嘉
名
誉
教
授
「
登
山
と

身
体
の
科
学
」
よ
り
）

週
１
日
の
里
山
歩
き
。

脂
質
治
療
薬
服
用
・
純

米
酒
愛
飲
者
の
こ
の
ぼ

ん
く
ら
に
と
っ
て
、
特

に
行
う
べ
き
だ
ろ
う
。

励
行
し
て
い
れ
ば
前
号

で
報
告
し
た
秋
田
駒
で

の
難
行
を
招
く
こ
と
も

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
で

は
い
ざ
実
行
、
だ
が
ク

マ
出
没
が
立
ち
は
だ
か

る
。
少
し
古
い
が
、
ど

う
す
る
家
康
。

ク
マ
問
題
に
つ
い
て

秋
田
県
立
大
学
の
星
崎

和
彦
教
授
（
森
林
生
態

学
）
は
、
重
要
な
の
は

ク
マ
の
出
没
に
動
じ
な

い
社
会
だ
と
説
い
て
い

る
。
人
が
委
縮
し
て
必

要
以
上
に
行
動
を
制
限

し
て
し
ま
う
と
、
ク
マ

を
「
自
由
に
動
い
て
い

い
の
だ
」
と
安
心
さ
せ
、

か
え
っ
て
よ
り
大
胆
な

行
動
に
つ
な
が
る
そ
う

だ
。
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
角
度
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
感
じ
た
。
中
山

間
地
や
街
中
で
の
対
応

策
だ
ろ
う
が
、
里
山
で

も
同
じ
こ
と
か
も
し
れ

な
い
（
ぼ
ん
く
ら
の
勝

手
な
解
釈
）
。
委
縮
せ

ず
、
だ
が
慎
重
に
里
山

ジ
ョ
イ
し
よ
う
。

そ
う
い
え
ば
お
上
も

大
胆
に
悪
行
連
発
だ
。

黙
っ
て
い
る
と
「
も
っ

と
や
っ
て
い
い
の
だ
」

と
つ
け
あ
が
る
。
こ
ち

ら
も
萎
縮
し
て
は
い
ら

ホ
ン
ト
の
こ
と

組
織
の
後
退
を
食
い
止
め
、
組
合
員
と
家
族
の
生
活
を

守
る
た
め
に
共
に
闘
お
う
！

北
東
北
祭
り

8/1
～
8/3

の
旅

猿賀公園・鏡ヶ池

鶴の舞橋

ねぶた小屋


